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「かごしま子ども未来プラン２０１５」について

【資料１－１】



１ 出生
(1)　合計特殊出生率と出生数

※都道府県別の合計特殊出生率

（ 平成26年　①沖縄県(1.86)　②宮崎県(1.69)　③島根県・長崎県(1.66)　⑤熊本県(1.64)，⑥佐賀県(1.63）

⑦鹿児島県(1.62) 資料：平成27年人口動態統計月報年計(概数）

資料：人口動態統計，国勢調査

資料　県統計課「鹿児島県の推計人口」

合計特殊出生率

出生数

全国

平成26年

1.42

1,003,539人

平成27年

1.46(+0.04)

1,005,656人(+2,117人)

1.62

14,236人

少 子 化 の 現 状

平成27年　①沖縄県(1.94)　②島根県(1.80)　③宮崎県(1.72) ④鳥取県(1.69) ⑤熊本県(1.68)　⑥佐賀県，
　　　　　　長崎県(1.67)　⑧鹿児島県（1.65）

平 成 28 年 5 月 23 日

青少年男女共同参画課

平成27年

1.65（+0.03）

14,125人（▲111人）

鹿児島県

平成26年

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H26

H22

H17

H7

S60

S50

S40

S30

13.66

13.7

14.4

17.8

21.6

23.8

32.1

37

57.78

59.8

60.8

62.4

64.2

64.7

59.5

56.8

28.56

26.5

24.8

19.7

14.2

11.5

8.5

6.2

(2) 鹿児島県の年齢３区分別人口割合の推移

15歳未満 15歳～64歳

出生の動向
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２ 未婚化・晩婚化の進行
(1) 平成26年人口動態統計月報年計(概数）

資料：人口動態統計

(2)

(3) 未婚化・晩婚化・晩産化に関する統計データ

（注）資料：国勢調査，人口動態統計

(4)　年収別，就労形態別既婚者の割合

資料：内閣府「平成22年結婚・家族形成に関する調査」 資料：内閣府「平成24年度子ども・子育て白書」
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「かごしま子ども未来プラン２０１５」の要点

青少年男女共同参画課

１ プラン策定の背景・考え方

国における新たな動きや，本県における少子化や子育て支援の現状等を十分に踏まえながら，本県の少子
化対策や子育て支援，母子保健対策等に関する施策を総合的に推進していくための指針として策定
【計画期間：平成２７年度から平成３１年度までの５年間】

（プランの位置づけ）

○ 未婚化・晩婚化による少子化の進行に歯止めをか
けることが必要
○ 核家族化の進展，地域のつながりの希薄化など，
家族や地域の状況に対応した子育て支援が必要

［本県における少子化や子育てを巡る現状］

○平成２６年４月，「次世代育成支援対策法」が，さ
らに１０年間延長（H27.4～H37.3）
○平成２７年３月，今後５年間を少子化対策の集中
取組期間と位置付けた「少子化社会対策大綱」が決
定

［国における新たな動き］

【基本理念】

【基本目標】

〈４つの重点目標〉

個々人の結婚，妊娠・出産，子育ての希望が，県内のどこにおいても実現できる社会づくりを推進し，
少子化に歯止めをかけるとともに，次世代の育成を支援

「結婚，妊娠・出産，子ども・子育てに温かい社会をめざして」
～子どもは未来からの預かりもの～

①若い年齢での結婚，妊娠・出産の希望が叶う鹿児島県の実現を目指す
②日本一子育てがしやすい鹿児島県の実現を目指す。特に，多子世帯に配慮した取組を推進
③結婚，妊娠・出産，子育てをしやすい働き方を推進
④社会全体で行動し，少子化対策を推進

３ プランの特色（新たな視点）

個々人のライフステージに応じ，各般の支援策を体系化

結婚，妊娠・出産，子
育て，仕事までのライ
フステージに応じた切
れ目のない支援

社会全体で行動し，少
子化対策を推進

① 基本目標の実現に向け，新たに４つの重点目標を設定
② 少子化の大きな要因である「未婚化」，「晩婚化」対
策に注力するため，重点目標の一つに，「若い年齢での
結婚，妊娠・出産の希望が叶う鹿児島県の実現を目指
す」ことを掲げ，「総合的な結婚支援の推進」を施策の
方向の一つに位置付け

PointⅡ

車の両輪として

具体的施策を計画的に推進していくための指標として，少子化対策に直結する重点数値目標（１７項目）を設定
PointⅢ

４ プランの構成

別紙体系図のとおり

今後，プランに基づき，「結婚，妊娠・出産，子ども・子育てに温かい社会」を目指して総合的できめ細かい少子化対策等を推進
(1)庁内の「少子化対策推進本部」において総合調整を行い，全庁的にプランを推進
(2)外部の「県子ども・子育て支援会議」において意見を伺いながら，プランを推進

５ プランの推進

PointⅠ

２ プランの基本理念・基本目標

・調査時期：平成２６年１２月
・調査対象 １８歳以上の一般県民，大学生
・調査結果（抜粋）
結婚願望者 ２０代：７０．２％， ３０代：７３．６％

少子化対策に関する県民意識調査
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【基本目標】 【重点目標】 【　施策の方向　】 【基本施策】

１　結婚への支援

(1)結婚に対する取組支援

(2)結婚や子育てなどの喜びを実感できる環境整備

１　妊娠・出産等に関する総合的な支援

(1)妊娠・出産等に関する総合的な支援体制の充実

１　地域における子どもの発達段階に応じた子育ての支援

(1)地域における子育て支援サービスの充実

(2)保育サービスの充実

(3)子育て支援のネットワークづくり

(4)子どもの健全育成

(5)地域における人材養成

２　子育ての経済的負担の軽減

(1)子どもの育ちを支援する経済的負担の軽減

３　子どもの健康の確保及び増進

(1)乳幼児等の保健対策の推進

(2)小児医療の充実

(3)学童期・思春期から成人期に向けた保健対策の充実

(4)「食育」の推進

４　障害児や要保護児童等への対策の推進

(1)障害児施策の充実等

(2)児童虐待防止対策の推進

(3)社会的養護体制の充実

(4)ニート・ひきこもり等の子ども・若者への支援

５　子どもの貧困対策の推進

(1)教育支援の充実

(2)生活支援の充実

(3)保護者に対する就労支援の充実

(4)経済的支援の充実

６　子ども・子育てに安全・安心なまちづくりの推進

(1)子育てにやさしいまちづくりの推進

(2)子どもの交通安全を確保するための活動の推進

７　鹿児島の特色を生かした施策の推進

(1) 鹿児島の特色を生かした子育て支援施策の推進

１　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備

(1)次代の親の育成

(2)子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備

(3)家庭や地域の教育力の向上

(4)子どもを取り巻く有害環境対策の推進

１　仕事と生活の両立の推進

(1)仕事と生活の調和の実現のための働き方の見直し

(2)仕事と子育ての両立のための基盤整備

２　雇用の場の確保

(1)県内雇用の確保と創出

１　子どもの健やかな成長を見守り育む地域づくりの推進

(1)子どもの健やかな成長を見守り育む地域づくりの推進

２　子育てを支援する生活環境の整備

(1)子育てにやさしいまちづくりの推進

３　子どもの安全の確保の推進

(1)子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

(2)被害に遭った子どもの保護の推進

(3)地域における子どもの安全確保

企業の少子化対策や両立支援の取組を促進

かごしま子ども未来プラン２０１５体系図

基本理念
『結婚，妊娠・出産，子ども・子育てに温かい社会をめざして』

～子どもは未来からの預かりもの～
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総合的な結婚
支援の推進１　「若い年

齢での結婚，
妊娠・出産の
希望が叶う鹿
児島県」の実
現を目指しま
す。

安心して妊娠・
出産するため
の支援の推進

企業の取組促
進

不安や負担を
和らげる子育て
支援の推進

４　社会全体
で行動し，少
子化対策を
推進します。

結婚，妊娠・出
産，子ども・子
育てに温かい
社会づくり

２　「日本一
子育てがしや
すい鹿児島
県」の実現を
目指します。
　特に，多子
世帯に配慮し
た取組を推
進します。

成長に応じた教
育の推進

 ３　 結婚，妊
娠・出産，子
育てをしやす
い働き方を推
進します。

仕事と子育て
の両立支援等
の推進
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